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 鳥取県立むきばんだ史跡公園では，2010 年 4 月のガイダンス施設「弥生の館 むきばんだ」の開
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劣化が確認された鉄遺物は，2005 年 10 月に松尾頭地区４区第 53 竪穴住居跡から出土した鑿で，
一部に木質が残っている。時期は供伴した土器から弥生時代後期後葉と考えられる。この鑿は，2005
年 12 月初頭から 2006 年 3 月末にかけて業務委託による保存処理を行い，処理後は 2010 年に展示す
るまで，ガスバリア袋（三菱ガス化学社製エスカル・ネオ）に水分吸収型脱酸素剤（三菱ガス化学
社製 RP システム）と共にいれ，密封して保管していたものである。 
なお展示ケース内の環境については，2012 年 12 月より温湿度計（T&D 社製温湿度データロガーお



















（XRD）と蛍光 X 線分析（XRF）の 2 種類の分析が同一ポイントで可能である。XRD 分析の測定
条件は，X 線管球ターゲット：Cr，管電圧：35kV，管電流：0.8mA，ステップ：0.4deg（2θ），計










みられた。XRD 分析結果によると，すべての分析部分でα-FeOOH が検出された。4 ヵ所の分析部
分の中で 3 ヵ所においてβ-FeOOH を検出し，その他に Fe3O4，Fe が検出された。XRF 分析結果で
は Fe，Cl を検出した。Cl は微量に含まれていると判断されるが，β-FeOOH は塩化物イオンの存在
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下で生成される（松井，2009）ので，遺物の腐食と塩化物イオンに相関があることを明らかにした。
前回の保存処理工程の脱塩処理が不十分であった可能性がある。XRD パターンや XRF 分析結果を












































図 1 崩壊後の鉄遺物 




図 2 鉄遺物の顕微鏡観察画像 











図 3 分析部分① 左：XRD パターン，右：XRF 分析結果 
  
図 4 分析部分② 左：XRD パターン，右：XRF 分析結果 
  
図 5 分析部分③ 左：XRD パターン，右：XRF 分析結果 





















Fe3O4 magnetite (19-0629) (角度値+0.6)












































































































































図 6 分析部分④ 左：XRD パターン，右：XRF 分析結果 
表 1 さびの分析結果 
 X 線回折分析結果（XRD） 蛍光 X線分析結果（XRF） 
分析部分 ① α-FeOOH，β-FeOOH Fe，Cl 
分析部分 ② α-FeOOH，β-FeOOH，Fe3O4 Fe，Cl 
分析部分 ③ α-FeOOH，β-FeOOH Fe，Cl 
分析部分 ④ α-FeOOH，Fe3O4，Fe Fe 
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1 回後に腐食モデルに比べた結果，鉄遺物に 10ppm 以上の塩化物イオンが

































て樹脂含浸を 3 回繰り返した。含浸条件は，0.07Mpa 減圧












































図 10 脱塩溶液による腐食実験 
（2014年 6月 6日受付，2014年 6月 26日受理）
